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「愛知県次世代自動車充電インフラ整備・運用ガイドライン」の概要 

 

１．趣旨                                        

 愛知県では、ＥＶ（電気自動車）・ＰＨＶ（プラグインハイブリッド自動車）を始めとする次世

代自動車等先進エコカーの普及を目指した「あいち自動車環境戦略２０２０（平成２５年３月）」

や「愛知県ＥＶ・ＰＨＶタウン構想（平成２１年４月）」を策定するとともに、ＥＶ・ＰＨＶの普

及に向けた取り組みとして、経済産業省「次世代自動車充電インフラ整備促進事業」に基づく本

県のＥＶ・ＰＨＶ用充電インフラ整備のための地域計画である「愛知県次世代自動車充電インフ

ラ整備・配置計画（以下、「ビジョン」という。）」を平成２５年７月に策定し、ＥＶ・ＰＨＶの初

期需要の創出段階から本格普及段階へ移行するために必要な充電設備の整備を進めているところ

です。 

 こうした中、県内市町村や民間事業者等の皆様において、適切な充電設備の整備と運用を行っ

ていただくために本ガイドラインを策定しました。 

 

２．充電設備整備・運用ガイドラインの概要                        

 本ガイドラインは、ビジョンに基づく充電設備の整備促進を図るため、当該計画で位置づけら

れている充電設備整備対象者の皆様が、今後整備・運用する段階で留意すべき事項を整理してい

ます。 

 また、本ガイドラインは、過去にとりまとめられている充電設備の設置時の留意点を整理した

ガイドブック等を参考とするとともに、既に整備済みの設置者の皆様が、設置後の管理運営面で

抱えている課題等を紹介することで、その課題回避のポイントをとりまとめています。 

 是非、このガイドラインをご活用いただき、適切な整備・運用を行っていただきますようお願

いします。 

 

３．本書の構成                                     

章 項目 内容 該当頁

１
章 

ＥＶ・ＰＨＶ車両とその

充電設備について 

ＥＶ・ＰＨＶ車両とその充電設備の概要について紹

介しています。 
1 頁 

２
章 

愛知県における充電設備

の整備に対する考え方 

ビジョンの概要と現状の整備状況を紹介していま

す。 
10 頁

３
章 

設置後の管理運用面での

課題 

既設置者に対するアンケート調査を行い、「設置後の

管理運用面での課題」について紹介しています。 
22 頁

４
章 

充電設備の導入を検討す

るにあたって 

既存の整備・運用に関するガイドブック等を紹介し

ています。 
25 頁

５
章 

充電設備の整備・運用方

法 

充電設備の整備の流れを示しながら、整備・運用面

におけるポイントを整理しています。 
33 頁

６

章 

充電設備に関して知って

おくと良いこと 

充電設備の活用・整備に際して、知っておくと良い

ことを紹介しています。 
52 頁

 参考資料 管理運用面での課題を調べた既設置者アンケート調

査結果やヒアリング調査結果を整理しています。 
59 頁

「愛知県次世代自動車充電インフラ整備・運用ガイドライン」の概要       
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-3 充電設備の例

普通充電設備の例  

種別 

製品名 EVC1-IC

形式 EVC1-IC

販売元 ㈱豊田自動

外観 

 

 

 

 

 

 

 

形寸法 
W:260×D:36

H:1,550（m

品重量 45kg

カー希望 

売価格 
600,000 円（税

工事費 300,000 円（税

算金額 900,000 円（税

事費（基礎工事、据

事費は設置条件によ

事費には、次の費用

        

C G-statio

C TypeC 

動織機 トヨタメディアサ

 

63× 

mm） 

W:250×D:4
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45kg 
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     ○急速
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